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＜病棟連絡事項＞
・なし

＜東病棟入室状況＞
・変更なし

＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～発熱が続いており、明日よりレボフロキサシン３日分追加処方。2/14採血指示あり。

・中山　芳雄様～起床後より徐々に易怒性興奮強くなり、帰宅要求にて粗暴行動あり。田名部Dr.へ報告し、ジプレキサ筋注0.5A施行している。

＜要注目患者様＞
・北山　り子様～バイタルサインの異常は無く、疎通は良好。体動活発にてライン弄りはあるが、抜去などのトラブルは無い。

・千葉　義明様～ご家族様短時間での面会を実施。経過と現在の様子についてお伝えしている。発語や体動は少ないが、口渇の訴え頻回にあり。疼痛の訴えはなく、舌下錠は使用せず。

・赤石　陽介様～体温37.4℃、他のバイタルサインの異常は無い。声掛けに覚醒し疎通良好だが声掛けしないと傾眠にて経過。両下肢感覚鈍麻・疼痛持続、左足背浮腫軽減。両肺エア入り弱め、咳嗽・喘鳴なし。陰茎部包茎状態で亀頭部確認困難、黄色のカス状のものが付着している。陰部～鼠径部発赤・ただれ持続、白色のカス状のものが大量に付着しており洗浄行っている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入や他患者様の私物いじりあり。迷惑行為頻回にみられ自制出来ず、時間早めて隔離開始する。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。人員不足から十分な観察行う環境で無い為、開放観察見送っている。私物要求あるも過度にならず。不穏さ無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。苛々感訴えあり、9：00不調時ロラゼパム(0.5)1T内服。その後他患者に対する不満の訴えあるもトラブル無く過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～16：00開放観察実施。不穏さ、他患者に反応無く落ち着いて過ごされている。自傷行為や奇声上げる様子無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜措置入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～被害妄想的な思考があり、頓服薬にて対応し衝動的な行動は無い。定期的な父様からの差し入れはあるが、措置解除については拒否的。

